
 
 

６月５日定例記者会見事項書 

 

令和 8年６月５日（金）午前１１時～ 

本庁舎４階 庁議室 

 

１．市長からの発表 

 

（１）介護の担い手を支える新たな支援事業を開始します----------------（資料№１） 

 

（２）新たな挑戦から産業の未来を創る！ 

IGA ローカル・スタートアップ支援事業「SHINOBI-Z IGA」始動---（資料№３） 

 

 （３）伊賀市役所の仕事と魅力を体感するインターンシップを実施します---（資料№４） 

 

（４）男女共同参画フォーラム『いきいき未来いが 2026』を開催します---（資料№５） 

 

 （５）阿山 B&G 海洋センタープールを開設します------------------------（資料№６） 

 

２．その他 

 

（１）伊賀市本庁舎アート情報（６月展示）-----------------------------（資料№７） 

 

（２）芭蕉翁記念館夏の企画展を開催します-----------------------------（資料№８） 

 



 

（資料№１） 

 

担当連絡先 

伊賀市健康福祉部介護高齢福祉課 

担当者名：廣瀬、松田 

電話番号：0595-26-3939 

 

      介護の担い手を支える新たな支援事業を開始します 

 

１ 発表事項の概要 

  本市では、深刻化する介護人材不足に対応するため、介護支援専門員（ケアマ

ネジャー）の資格取得や資格更新等にかかる費用を支援する新たな制度を創設し、

６月１日から運用を開始しました。 

 

２ 発表内容 

（１）目的 

資格取得や資格更新等に係る費用の支援を行い、新規資格取得者や資格所有者

の負担軽減を図ることにより、業務を続けていくモチベーションを維持し、ケア

マネジャーの減少に歯止めをかけ、さらには、他自治体からの転入や新規資格取

得者の増により、市内のケアマネジャーの人数を増加させることを目的とします。 

 

（２）内容 

以下①～⑦の費用について支援します。（詳細は別紙） 

研修種別・研修内容 支援率 

① 資格取得に必要な試験受験料 100% 

② 資格取得に必要な実務研修費用 100% 

③ 資格失効後の再取得に必要な研修費用 100％ 

④ 資格更新に必要な研修費用（実務経験６か月以上） 50％以内 

⑤ 資格更新に必要な研修費用（実務経験３年以上） 50％以内 

⑥ 主任資格取得に必要な研修費用 50%以内 

⑦ 主任資格更新に必要な研修費用 50%以内 

※①と②の支援は、①の試験の合格者が対象となります。 

 

（３）開始年月日 

  令和 8年６月 1日 



支援基準額

受講料
(円)

テキスト代
(円)

計
千円未満切捨

（円）

【資格取得】

① ・受験料
資格取得
のための試験

10,400 － 10,400 100%

② ・実務研修
資格取得
に必要な研修

49,000 10,780 59,780 100%

【資格再取得】

③ ・再研修
資格失効後の再取得
に必要な研修

34,000 10,780 44,780 44,000 100%

【資格更新】

④ ・専門研修課程Ⅰ 実務経験６か月以上 35,600 5,280 40,880 40,000
50%
以内

⑤ ・専門研修課程Ⅱ 実務経験３年以上 24,300 4,400 28,700 28,000
50%
以内

【主任資格取得】

⑥ ・主任研修
主任資格取得
に必要な研修

45,000 4,400 49,400 49,000
50%
以内

⑦ ・主任更新研修
主任資格更新
に必要な研修

30,000 4,400 34,400 34,000
50%
以内

研修種別

＜伊賀市介護人材確保・定着に係る支援額一覧表＞

支援率

支援対象経費

70,000

※①の試験合格者に対して①と②の費用を支援します。

研修内容
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（資料№３） 

 

担当連絡先 

伊賀市産業農林部 産業政策課 

企業・雇用支援係 

担当者名：内田、柘植、中森 

電話番号：0595-２２-9669 

 

新たな挑戦から産業の未来を創る！ 

 IGA
イ ガ

ローカル・スタートアップ支援事業「SHINOBI
シ ノ ビ

-Z
ズ

 IGA
イ ガ

」始動 

 

１ 発表事項の概要 

 伊賀市では、令和８年度から、起業支援をさらに加速させるとともに、市内企業

による新規事業、共創事業（オープンイノベーション）など、新たな挑戦を後押し

する「IGA
イ ガ

ローカル・スタートアップ支援事業」愛称「SHINOBI
シ ノ ビ

-Z
ズ

 IGA
イ ガ

」をスタ

ートさせます。 

 

２ 発表内容 

（１）目的 

 起業から成長・事業共創までの切れ目ない支援体制を整備することで、起業家の

育成、市内企業の競争力の強化および収益性向上など促進し、「産業振興条例」に掲

げる、市内産業全体の活性化とイノベーションの推進を図ります。 

 

（２）内容 

①事業の概要（従来との比較） 

これまでは国の認定を受けた「伊賀市創業支援等事業計画」に基づき、「伊賀流創

業応援忍者隊」による起業支援を中心に取り組んできました。「SHINOBI
シ ノ ビ

-Z
ズ

 IGA
イ ガ

」

では、従来の起業支援メニューをベースに、短期間での急成長とイノベーション創

出を目指すスタートアップの支援と、市内企業の技術力を生かした新規事業や、自

社技術などに外部の知見を掛け合わせる共創事業（オープンイノベーション）支援

を新たに組み込み、一体的な支援パッケージとして展開します。 
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②連携体制 

伊賀市、上野商工会議所、伊賀市商工会、ゆめテクノ伊賀、金融機関などで構成

する「伊賀流創業応援忍者隊」を中心に、引き続き起業支援に取り組みます。あわ

せて、三重県などの関係機関とも連携し、スタートアップ志向の起業家を次の成長

段階へ押し上げる支援や、市内企業の新規事業や共創事業（オープンイノベーショ

ン）の推進を支援します。 

 

（３）対象 

・伊賀市内で新たに事業を起こす方 

・短期間での急成長とイノベーション創出を目指す、スタートアップ志向の起業家 

・新規事業や他者との共創に取り組む市内企業 

 

（４）イベント等 

① キックオフイベント 

日時：令和８年８月７日（金）13:30～  

会場：ゆめぽりすセンター 

内容：キックオフにかかる機運醸成イベント。事業の概要・ビジョン説明、先進的

スタートアップ経営者（２者）等によるトークセッション、参加者交流会 

② 首都圏でのマッチングイベント 

日時：令和８年 10月８日（木）18:00～（開始時間は予定） 

会場：SHIBUYA QWS（東京都渋谷区） 

内容：市長による伊賀市産業の PR、「SHINOBI
シ ノ ビ

-Z
ズ

 IGA
イ ガ

」の概要・ビジョン説明。 

市内企業による技術 PRや、スタートアップや大企業との、共創を目的とし

た意見交換や事業マッチングを予定。 

※参加企業の募集や詳細については、８月のキックオフイベントでご案内し

ます。 



IGAローカル・スタートアップ支援事業
（SHINOBI-Z IGA）

2026/6/5



IGAローカル・スタートアップ支援事業（SHINOBI-Z IGA）
伊賀市では、伊賀流創業応援忍者隊や三重県などと連携し、スタートアップを含む新規起業や、市内企業
の新規事業、第二創業、さらには他者との共創を積極的に支援します。これらの取り組みを通じて、地域
経済の活性化とイノベーションの推進を図るとともに、起業家の育成、競争力の強化、収益性の向上を促
し、伊賀市の産業全体の活性化を目指します。※ローカル・スタートアップの対象：スタートアップを含む新規起業家、既存企業の新規事業のほか、

他者との共創（オープンイノベーション）など、新しいチャレンジに取り組む者。

起業家育成・支援
共創事業（オープンイノベーション）の推進

目指す姿
①スタートアップへの理解が進み、起業する者（起業を目指す者）が多く生まれる。
②ゆめテクノ伊賀を中心とした、産学官の連携促進とビジネスコミュニティの醸成。
③市内企業やスタートアップが、新規事業や共創事業に積極的に取り組む。

ステージ１ ステージ２ ステージ３

起業家のなかで、短期間で急成長し、イノベーション
を起こす企業（スタートアップ）を、三重県等と連携し
て次のステージへ引き上げる支援を行う。

R8年度 重点施策

起業家と、新規事業・共創事業に取り組む
企業が増え、市内産業のアップデートと
有望企業・有望SUの誘引・集積を促す。

伊賀流創業応援忍者隊を中心に、
起業する者（起業を目指す者）をどんどん増やす。

×

・起業家の育成
・市内企業の競争力向上
・有望企業やスタートアップの誘引

スタートアップ支援

イガプロなどの枠組みを活用し、市内企業の新規事業や、
他者との共創事業（オープンイノベーション）を推進する。
⇒首都圏でのマッチング機会創出や、共創プログラムの展開 等

共創事業



学生
学生起業家

支援機関
行政機関・大学等
先輩起業家

社内起業家
新規事業担当者
第二創業

起業家
起業志望者

経済団体
事業会社

金融機関
ベンチャーキャピタル

（SHINOBI-Z IGA）が応援する主体と循環モデル

IGAローカル・スタートアップ支援事業（SHINOBI-Z IGA） 取り組みイメージ

■目指す姿

①スタートアップへの理解が進み、起業する者（起業を目指す者）が多く生まれる。
②ゆめテクノ伊賀を中心とした、産学官の連携促進とビジネスコミュニティの醸成。
③市内企業やスタートアップが、新規事業や共創事業に積極的に取り組む。

⦿起業家と新規事業や共創事業に取り組む企業が増え、
市内産業のアップデートと有望企業・有望スタートアップの誘引・集積を促す。

■（SHINOBI-Z IGA）が応援する取り組み

＊起業する者（起業を目指す者）を応援します。
＊スタートアップを志向する起業家を応援します。
＊市内企業の新規事業を応援します。
＊市内企業とスタートアップの共創（オープンイノベーション）を応援します。
＊市内企業と他企業の共創（オープンイノベーション）を応援します。
＊市内でビジネスにかかる、新しいチャレンジに取り組む者を応援します。

スタートアップ・
エコシステム



5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 2月1月12月 3月4月

市長 市長 市長

伊
賀
市

新
規
事
業

ゆ
め
テ
ク
ノ

R8年度 IGAローカル・スタートアップ支援パッケージ （SHINOBI-Z IGA）

情報交流
カフェ①

SHINOBI-Z IGA
キックオフイベント

渋谷QWS
共創事業

イガプロ
連携事業

広報いが1月号
SHINOBI-Z 
IGA 特集

イガプロ

中小企業の利子補給・保証料補助 / 先端設備等導入計画の認定 / ふるさと融資制度 / ローカル10000

インキュベーションマネージャー（IM）による起業支援

創業スクール

情報交流
カフェ②

商
工
会
議
所
・

商
工
会

インキュベーション室

そ
の
他

起業・経営革新事業補助金

三
重
県
と
の

協
調
・
連
携

市内モノづくり企業と
首都圏の企業やスタートアップとの
共創事業のきっかけ創出

地域資源を活用したスタートアップが登壇
ロールモデルとして、起業や成長のポイント
伊賀での起業・スタートアップの機運醸成

QWSイベントの流れから、
共創のポイント、成果等共有
R9事業へと繋げる

伊賀流創業応援忍者隊の主な事業

三重大学伊賀研究拠点（併設）との連携

スタートアップ支援／
オープンイノベーションの
推進にかかる密接な連携

IMを中心とした、
ビジネスコミュニティ

IMを中心とした、
ビジネスコミュニティ

伊賀流創業応援忍者隊による起業支援 （伊賀市・上野商工会議所・伊賀市商工会・ゆめテクノ伊賀・信用保証協会・政策金融公庫、他連携機関）

連携強化

【オープンイノベーション】 スタートアップと連携した実証実験プログラム

みえスタートアップ支援プラットフォーム（ワンストップ相談窓口・スタートアップカンファレンス・情報共有）

【伴走支援】 インキュベーションプログラム / アクセラレーションプログラム

スタートアップ支援補助金（公募）

8/7 10/8

経営指導員による起業支援・経改善支援



（資料№４） 

 

担当連絡先 

伊賀市総務部人事課人事政策係 

担当者名：大山、小倉 

電話番号：0595-22-9605 

 

伊賀市役所の仕事と魅力を体感するインターンシップを実施します 

 

１ 発表事項の概要 

  令和８年度伊賀市インターンシップを実施しますので、その概要についてお知ら

せします。 

 

２ 発表内容 

（１）目的 

  学生を対象に本市組織における就業体験の場を提供することにより、学生の職業

意識の向上に寄与するとともに、地方行政実務や市政についての理解を深め、公務

員として働く魅力を感じていただく機会とすることを目的としています。 

 

（２）対象者 

  大学院、大学、短期大学及び専門学校に在籍する学生 

 

（３）実施期間 

  令和８年８月 17 日（月）から 21日（金）までの５日間 

  ※８月１７日（月）９時から参加者と市長との顔合わせがあります。 

ぜひ、取材をお願いいたします。 

 

（４）募集期間 

  令和８年６月 26 日（金）まで 

 

 



（５）その他 

  プログラムに市長同行体験を予定しています。 

その他詳細については、市ホームページをご覧ください。 



 

（資料№５） 

 

担当連絡先 

人権生活環境部 

人権政策課 ジェンダー平等係 

担当者名：川口・永井口・小川 

電話番号：２２－９６３２ 

（内：2615） 

 

 

男女共同参画フォーラム「いきいき未来いが 20２６」を開催します 

 

１ 発表事項の概要 

   男女がともにいきいきと生きられる社会の実現をめざして、男女共同参画

フォーラム「いきいき未来いが 20２６」を開催します。 

 

２ 発表内容 

（１）事業名  男女共同参画フォーラム「いきいき未来いが 20２６」 

        「笑って学ぼうくらしのカタチ～男の家事は地球を救う～」 

 

（２）日時  令和８年７月４日（土） 

正午から午後 3時 45 分まで 

 

（３）場所  伊賀市文化会館（伊賀市西明寺 3240番地の 2） 

 

（４）参加予定人数 約 4００名 

 

（５）内容   

   正午～午後 1時２０分 いきいき交流広場 

    伊賀市男女共同参画ネットワーク会議会員、市内県立高校（あけぼの学

園高等学校、伊賀白鳳高等学校）、障がい者就労支援施設（維雅幸育会、

洗心福祉会、NPO 法人えん）による、物品販売・情報展示、体験等ブ

ース 

   午後 1時２０分～午後 1時 50分 オープニング 

  桜丘高校ハンドベル部による演奏 

 午後１時 50分～午後２時 主催者あいさつ 

  伊賀市男女共同参画ネットワーク会議会長 荒井 惠美子（あらい え

みこ） 

  副市長 宮﨑 寿 

   午後２時～午後３時４５分 講演会 

    講師：東京大学大学院 教授 

瀬地山 角（せちやま かく）さん 

演題：「男女とも必見！２億円の宝くじを確実に当てる方法とは？」 

 

（６）講師プロフィール 

 

   東京大学大学院 教授 

 

   10年間 2人の子供の保育園の送迎を一手に担い、毎日の夕食を作ってい



たジェンダー論の研究者。子連れで渡米し、父子家庭も経験した。日本テ

レビ「世界一受けたい授業」の東大生 100 人へのアンケートで東大の人

気講義 No.1 に選ばれたジェンダー論の講義は毎年 500 人以上で立ち見

が出る。NPO 法人の理事として保育所の運営にも参加。抱腹絶倒の講演

で日本全国を行脚中。 

 

（７）主催者  伊賀市男女共同参画ネットワーク会議と伊賀市の共催 

 

（８）協賛企業 伊賀上野ケーブルテレビ株式会社・伊賀越株式会社・伊賀ふる 

さと農業協同組合・上野ガス株式会社・上野都市ガス株式会社・

おさきジャム工房・株式会社ミルボンゆめが丘工場・木村石鹸

工業株式会社・㈱ぎゅーとら・SUPER CENTER PLANT 伊賀

店・中外医薬生産株式会社・マックスバリュ東海株式会社マッ

クスバリュ上野店 の１２社 

 

（９）その他  ・入場無料 

        ・伊賀市男女共同参画ネットワーク会議は、会員独自の活動を

尊重し、連携と情報交換を通じて、男女相互の意識変革及び

ネットワークを強化しながら、真の男女共同参画社会の実現

をめざすという目的に賛同する市内の団体等で組織してい

ます。5月末現在の会員は、43団体と個人会員 11名です。 

         





 

（資料№６） 

 

担当連絡先 

伊賀市地域力創造部スポーツ振興課 

担当者名：山岡 

電話番号：0595-22-9635 

 

阿山 B&G海洋センタープールを開設します 

 

１ 発表事項の概要 

 阿山 B&G海洋センタープールを、昨年より１６日間期間を長く、６月２７日（土）

から９月２３日（水・祝）まで開設します。 

 

２ 発表内容 

（１）目的  

    大山田 B&G海洋センタープールを休業することに加え、猛暑によりプール

需要が増加していることから、昨年より１６日間期間を長くプールを開設しま

す。 

（２）内容 

    阿山 B&G海洋センタープール 

    開設期間 令和８年６月２７日（土）～９月２３日（水・祝） 

         ※令和７年度に比べ１６日間（増加） 

（３）その他 

 

３ 特記事項 



 

 

（資料№７） 

 

 

 

 

 

伊賀市本庁舎アート情報（６月展示）について 
 ≪発表内容≫ 

伊賀市本庁舎を利用して、絵画等の展示場所を市民に提供することと、市民の誰もが

文化芸術に触れることができる場所を提供するために、本庁舎４階に市民ミニギャラリ

ーを設置し、作品を展示しています。 

今月の展示は次のとおりです。 

また、多くの皆さんに文化芸術に触れ親しんでいただくため、本庁舎１階にも、美術

作品や生花を展示します。 

 

（１）展示場所  伊賀市本庁舎４階 市民ミニギャラリー 

１階 玄関横 

（２）展示期間  ６月１日（月）～６月 30日（火） 

         午前８時 30分～午後５時 15分（市役所の開庁時間に準ずる。） 

※準備・撤去の都合により展示のない時間帯が生じる場合があります 

（３）展示内容 

〇【４階
かい

市民
し み ん

ミニギャラリー】 

謝志強
しゃしきょう

 絵画
か い が

作品展
さくひんてん

 

 

〇【１階
かい

玄関
げんかん

横
よこ

】 

  伊賀市
い が し

寄贈
き ぞ う

作品
さくひん

展示
て ん じ

 

  絵画
か い が

「信濃
し な の

路
じ

早春
そうしゅん

」奥瀬
お く せ

英三
えいぞう

 

 

〇華道
か ど う

（伊賀
い が

華道
か ど う

協会
きょうかい

） 

6月 1日 ～ 6月 5日 甲 州 流
こうしゅうりゅう

 

6月 8日 ～ 6月 12日 嵯峨
さ が

御流
ごりゅう

 

6月 15日 ～ 6月 19日 嵯峨
さ が

御流
ごりゅう

 

6月 22日 ～ 6月 26日 甲 州 流
こうしゅうりゅう

 

6月 29日 ～ 7月 3日 嵯峨
さ が

御流
ごりゅう

 

（４）主 催 者  伊賀市  

担当連絡先 

地域力創造部文化振興課 

担当者名：井田 

電話番号：0595－41－0400 



 

 

（資料№８） 

 

 

 

 

 

芭蕉翁記念館夏の企画展を開催します 
 ≪発表内容≫ 

芭蕉翁記念館では芭蕉翁顕彰および俳句啓発を進めるため、年４回の企画展示を開催

しています。 

今回、下記のとおり、夏の企画展「俳句と絵のであうところ」を開催いたします。 

 

（１）展示場所  芭蕉翁記念館 

          伊賀市上野丸之内 117-13 

 

（２）展示期間  6月１3日（土）～８月 30日（日） 

         午前８時 30分～午後５時 

          ※入館は午後４時３０分まで  

（３）展示内容 

〇【主旨】 

芭蕉翁記念館で所蔵する江戸時代から近代に至るまでの画賛や絵俳書の名

品をご紹介します。俳句と絵がであい、響きあうことでうまれる世界をお楽

しみください。 

 

 

〇【関連行事】 

  展示解説会「はじめての作品鑑賞」 

   

   日時 ８月９日（日） 

      午後２時３０分～３時３０分 

       ※事前申し込み不要・参加費無料（入館料は必要です） 

  

（４）主 催 者  伊賀市 

担当連絡先 

地域力創造部文化振興課 

担当者名：服部 

電話番号：0595－２１－２２１９ 



【会　　　場】　〒518-0873
　　　　　　　　三重県伊賀市上野丸之内117-13（上野公園内）
【時　　　間】　8：30～17：00（入館は16：30まで）
【問い合わせ】　0595－21－2219
【主　　　催】　伊　賀　市

芭 蕉 翁 記 念 館
区　分 料　金

割　引
団　体

（20名以上）
障がい者
（本人のみ）

大　人 300円 200円
子ども 100円 60円

無　料

芭蕉翁記念館HP
二次元コード▼

この事業は、伊賀市文化振興条例、伊賀市文化振興ビジョンに基づき実施しています。

芭
蕉
翁
記
念
館 

夏
の
企
画
展２

０
２
６
年
６
月
13
日
（
土
）
か
ら 

８
月
30
日
（
日
）
ま
で

斗麦筆「つかの間の」発句自画賛（伊賀市蔵）

会
期



俳句の世界では、江戸時代から俳句と絵を組み合わせた作品が数多く作

られてきました。今回の企画展では、当館で所蔵する江戸時代から近代

に至るまでの画賛や絵俳書の名品をご紹介します。俳句と絵がであい、

響きあうことでうまれる世界をお楽しみください。

杉
風
筆
「
風
鈴
を
」
発
句
自
画
賛
（
芭
蕉
翁
顕
彰
会
蔵
）

「展示ってどう観ればいいの？」という人にむけて、
学芸員が作品を楽しむコツをお伝えします。

　日　時　　８月９日（日）

　　　　　　午後２時 30分～３時 30 分

　場　所　　芭蕉翁記念館 展示室

※事前申込不要・参加費無料（入館料は必要です。）

展示解説会　はじめての作品鑑賞

令和 8年度第 80 回芭蕉祭特別展
９月５日（土）～ 12月 23 日（水）

８月 31 日（月）～９月４日（金）は、展示替えの
ため休館します。ご注意ください。

次回企画展のご案内

渡
辺
水
巴
筆
「
箪
」
俳
句
画
賛
（
伊
賀
市
蔵
）

許六筆「ほととぎす」発句自画賛（芭蕉翁顕彰会蔵）


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 1

